







































































が ら 両 者 を 高 い レ ベ ル で 実 現 す る（O’ReillyⅢ,	
Tushman	2016）という視点に立つ必要がある。
※	ただし，上記５点の結論については，中小エネル
ギー事業者は，事業特性上，他の一般的な卸売・小
売業種よりも「両利きの経営」への取り組みが比較
的に容易であることに留意が必要である。
５．学術的貢献
　先行研究の少ない，限られた経営資源を前提とした
戦略的マネジメントに関して定量的な分析結果を提示
し，「両利きの経営」における「戦略的マネジメント」
の分野に新たな分析の視点を提供した。
　また，先行研究における『中小企業は「両利きの経
営」を目指すよりもトレード・オフの関係にある「深
化」もしくは「探索」の一方に経営資源を投入する方
が業績に好影響を与える』との主張に対して，中小企
業においても「深化」と「探索」のバランスを取りつ
つ事業領域を広げることや，製品ライフサイクルにお
ける「成長期」において「探索」の事業領域を広げる
ことが業績に好影響を与える可能性を示唆した。
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